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要 旨

（簡 潔 に）

静岡県は2013年に静岡県ひきこもり支援センターを設置し、2016年９

月からひきこもりに悩む本人への支援として居場所を県内４か所開設、

2020年12月には県内６か所に拡大した。

ひきこもりの居場所を利用する本人（以下「利用者」という）の居場

所利用開始後の変化を把握するために、「居場所版静岡式ひきこもり評

定尺度（以下「変化の指標」という）」により、利用開始から半年ごと

に評定を行っている。

2016年９月～2022年３月までの利用者の内、1年以上居場所を継続利

用している35人を対象に、初回利用時の変化の指標の得点と、1年経過

後の得点を比較した。また、変化の指標のどの項目において変化が大き

いかについて、初回利用時、半年経過時、1年経過時、2年経過時の得点

を比較し、分析した。

結果、初回利用時の変化の指標合計得点の平均値よりも、利用開始1

年後得点の平均値の方が、統計的に有意に高かった。また、雑談に参加

できる、自然な笑顔が見られる、意見を言える等対人面を含めた変化が

利用者に見られた。利用開始半年で次のステップを考え始める方は４割

弱、実際に次のステップにつながる方も３割弱いることが分かった。

本研究から、ひきこもりの居場所が、利用者にとって安心できる場所

として機能し、利用者のエネルギーがより高まり、次のステップにつな

がっていく好循環があると推測された。今後も、居場所スタッフ等が利

用者に寄り添い伴走する支援を行い、ひきこもりの居場所を安心、安全

な場として機能させていくことが必要である。


